
・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・ビジター　（日高）会長　小坂雅彦様

　　　　　　　　　　幹事　町田秀雄様

◎故吉田武明パスト会長ご家族様ご挨拶

　長男の吉田宏之と母の絹代です。父の葬儀

にはご参列、供花、弔電などを頂き大変有難

うございました。皆様には長い間仲良くして

頂き、「ＲＣに行ってくるよ」と元気に参加さ

せて頂いていたのですが、５月２３日、急に実

家に呼ばれて「実は３月に余命１年と言われ

ていた」と聞かされました。４月末頃から身体

の痛みを訴え、腹水が溜まり脚もむくんでき

ました。２４日夜は一睡もできず、２５日に入院。

２９日、痛みが収まったと病院に呼ばれ、じっ

くり３時間、話をすることができました。強

がっていた父の本音を聞かされ、「９０まで生

きたかった。悔しい」と涙を流す姿を見て自分

も泣きました。体調管理の詰めが甘かったと

申しておりましたので皆様も十分ご注意を頂

いて、いつまでもお元気で活気のあるＲＣで

あり続けて頂きたいと思います。お世話にな

り本当に有難うございました。

※ご供養の品物を会員皆様に頂戴しました。

　

【会長報告】

　今年度も残り２週間となりました。特に自

分にとって今年の一年はとても早く過ぎてい

く感じでした。歳をとると皆さんそうなると

思いますが、どんどん早くなっているような

気がします。ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セ

ミナー）ではパストガバナーから「例会では

ＲＣに関するお話をしてください」との話が

あったのですが、なかなか話ができず申し訳

なかったです。

　今回も報告事項がありませんので、一年が

早く感じられる現象についてお話をさせて頂

きます。

「ジャネの法則」と呼ぶそうですが、これは

フランスの哲学者ポール・ジャネが提唱した

心理的な時間現象だそうで、例えば５歳の子

にとって１年の長さは人生の５分の１、７５歳

の人にとっては７５分の１に感じるそうで

す。この法則に打ち勝つためには、新しい趣

味を始める、環境を変える、旅行に行く、目

標を立てて努力するなど、特に脳に刺激を与

えて毎日単調にしないことが重要だそうで

す。新しいことに積極的に挑戦して一日一日

を有意義にお過ごしください。

◎（日高ＲＣ）小坂雅彦会長ご挨拶

　昨年１０月のチャリティーゴルフ大会に始

まり３月の合同例会、４月の合同ゴルフ大会

と、飯能の皆様方には大変お世話になりまし

た。日高ＲＣもここで会員数２３名となった

のですが、やはり欠席される方もおられて、

親睦活動などには通常大体１５、６名が出て

くるような状況です。飯能との合同例会など

があると、本当に活気の

あるところに来たなとい

う感じがして、日高の会

員も楽しみにしていると

ころです。来年度は白井

会長となり、飯能の皆様

方との交流もさらに深め

て参りたいと思っており

ます。是非今後共よろし

くお願い致します。町田

幹事と共に大変お世話になりました。１年間

有難うございました。

【幹事報告】

　本日と来週は「クラブ協議会」です。発表さ

れる方はよろしくお願い致します。２４日１８時

３０分より「暖らん」にて「中里年度役員・

委員長反省会および慰労会・親睦活動委員感

謝会」を行います。出席を予定されている方

はよろしくお願い致します。

【委員会報告】なし

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０ 森住出席向上委員

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

　６月号横組Ｐ．３、ＲＩ会長メッセージより

「ＲＣは出席する場ではなく実践する場」「よ

いことのために手を取りあおう」。縦組Ｐ．２

「食べる人だけでなく、作る人も笑顔にした

い」。「ブラックサンダー」というチョコレー

ト菓子を製造する会社会長の卓話で、目から

ウロコの内容です。一度売り出すも売れずに

生産を止めたこともあるそうです。ところが

九州地方で売れているので、是非復活させて

欲しいという声が上がりました。体操の内村

航平選手（福岡出身・母は長崎出身）が「ブ

ラックサンダーを食べている」と公言したこ

とで人気が出たのだそうです。会長がドイツ

にチョコレートの勉強をしに行った時、カカ

オ豆の収穫に関わる児童労働の問題を知るこ

ととなります。児童労働を無くすために働き

かけを始めたのですが、最初国内のメーカー

は動かなかったそうです。そこで、スイスの

チョコレート会社に話をもっていったところ

日本国内の会社も「これはまずい」と動き出

したとのこと。一人の人、一つの会社が行動

を起こす、その勇気の一歩がすごいと思いま

した。「あらゆる人を笑顔に」という表現も

覚悟のいることだと思います。白いブラック

サンダー、ハワイアンサンダーもあります。

Ｐ．１６「歯周病は万病のもと」セルフケアと

プロフェッショナルケア、２段構えを意識し

て頂ければと思います。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１年間有難うございました。

　（日高）会長 小坂雅彦様、幹事 町田秀雄様

・小坂さん、町田さん、ようこそお出でくだ

　さいました。１年間ご苦労様でした。

　　　　　　　伊澤ＳＡＡ、髙橋君、山川君

・ロータリー国際大会・台北に行ってきまし

　た。前島君、坂本君、大野（泰）君、天ヶ瀬君

　　　　　　　　　　　  岩泉君、吉田（茂）君

本日計６１，０００円、累計額１，１５８，４４６円。

◎２４日例会当番は半田、神田会員です。

・閉会点鐘　中里会長

《第６２期　第３回クラブ協議会（１）》

司会：中里会長

◎中里忠夫会長

　１年を振り返りますと

会員皆様方のお力添えに

より例会活動はもちろん

のこと地域との奉仕活動

や各事業を何とか無事に

進めることができまし

た。心より感謝申し上げ

ます。

　特に、地域との繋がり

を大切にしながら今年度

テーマの一つ「花の街はんのう」プロジェク

トの一環として「飯能地区まちづくり推進委

員会」様を中心に多くの市民の方々と一緒に

「飯能中央公園」内にツツジの苗を植栽するこ

とができました。また、飯能まつりには２日

間、ポリオの募金活動を実施し、飯能ＲＣの

存在意義を改めて感じる１年となりました。

　今年度の重点項目の一つ、会員増強の推進

でありますが、皆様方のご協力を頂き、目標

３～４名のところ女性会員２名、男性会員が

新規で２名確定し、目標を達成することがで

きました。退会者が４名となり、結果的には

増員となりませんでしたが、会員増強委員長

を中心に会員皆様のご協力があってこその活

動があったと思っております。また、理事、

役員、委員長の皆様には

クラブ運営に多大なるご

尽力を頂き心から感謝を

申し上げます。有難うご

ざいました。

◎市川 昭会長エレクト

　この１年はどういう１

年なのかと考えながら、

ずっとやっていました。

２週間後からは実際にス

タートするわけですが、その準備期間だった

ような気がします。まだまだ準備の足らない

ものがいっぱいあると思うのですが、２週間

後からは皆様方のご協力をお願いしたいと思

います。１年間ご指導頂きまして有難うござ

いました。

◎服部融亮副会長

　ご来訪の方の紹介とい

うだけの役割でしたが、

講師の方と親しくお話の

できる場所に座らせて頂

き、有意義な時間を過ご

させて頂きました。有難

うございました。

◎都築敏夫幹事

　会長の補佐、会の円滑

な運営が幹事の仕事と思

い、やって参りました。

会長の年度テーマは「会

員満足度の向上」。この

会長のリーダーシップの

下、地域の魅力を高める

「花の街はんのう」プロ

ジェクトとしてツツジを

植栽し、また、飯能まつりで「エンドポリ

オ」の募金活動も実施しました。幹事としま

しては満足が向上したわけでしたけれども、

皆さんは如何だったでしょうか。皆様のご協

力により１年間滞りなく会の運営ができまし

たこと本当に感謝申し上げます。１年間有難

うございました。

◎山口 孝会計

　昨年度に続き会計の任

に就かさせて頂きまし

た。中里会長、都築幹

事、そして事務局のご協

力の下、会計の業務をさ

せて頂きました。本年度

は委員長はじめ皆様のご

協力の結果、暫定ですが

昨年度よりも多くの繰越

金を残すことができる予定となっておりま

す。１年間皆様のご協力本当に感謝致しま

す。有難うございました。

◎伊澤健司ＳＡＡ

　鈴木康弘副ＳＡＡと共

に本年度のテーマ「会員

満足度の向上を目指す」

に沿うよう、会長幹事、

事務局の方と連携を図り

ながら、和やかな中にも

秩序と品位をもった例会

となるよう努めて参りま

した。至らない点も多々

ございましたが、皆様には温かい目で見守っ

て頂き、お蔭様で１年を過ごすことができま

した。皆様のご支援ご協力に心から感謝申し

上げます。１年間誠に有難うございました。

◎島田秀和クラブ戦略計画委員長

　中里昌平、新井景三委

員と担当。「クラブ戦略計

画委員会」は２０２０年、

田辺年度に発足しまし

た。計画の立案協議、運

営管理・監督、役員選考

基準の検討、ガバナーの

擁立という方針でスター

トしたわけですが、以来

５年間、会長やその年々

の役員のお蔭で、会員数も良く、地区内でも

飯能ＲＣは確固たる位置付けであります。今

年度、ガバナー擁立のため、中里会長にお世

話になり、地区役員との懇談会をもつことが

できました。地区の現状、立候補の時期、ク

ラブの態勢作り、輩出に関しての注意事項等

ご指導頂き、スケジュール的なことがはっき

り見えてきまして階段を何段階か上がれたよ

うな気がしております。入会３年未満の会員

との炉辺会談は、ロータリー情報、クラブ奉仕

と３委員会合同で例年通り、６月３日に「蓬莱」

で開催し、１５名の参加を頂いて楽しく語り

合い、内容のある炉辺会談ができたと思って

おります。１１月の担当例会には島田憲一氏

（秩父ＲＣ）を招いて、まちづくりについての

卓話例会を致しました。１年間お世話になり

ました。有難うございました。

◎土屋 崇クラブ奉仕委員長

　細田吉春、半田武、増

島宏徳委員と担当。今年

度、会長の「会員満足度の

向上」という方針に沿っ

て、クラブ活動の根幹を

なす関連委員会と連携・

連絡を取り合いながら、

例会等順調に執行されま

したので、具体的に活動

や支援等は行っておりま

せん。１０月の担当例会には、創立６０周年の

記念祝賀会の際にご披露した「飯能ＲＣ６０年

の集い」のスライド上映を致しました。６月

３日にはロータリー情報、クラブ戦略計画委

員会と共に炉辺会談を開催しました。１年間

ご協力有難うございました。

◎大野泰規出席向上委員長

　当委員会は、出席率の向上を目指して、会

員皆様に例会の魅力や楽しさを伝えていきた

いということでスタートしました。スタート

時は私のほかに森田、佐々木委員の３名で、

委員会内の出席向上はちょっと心配だったの

ですが、新入会員の森住、角田委員に入って

頂き、花のある委員会になったのではないか

と感じております。９月の担当例会には（公

社）飯能青年会議所・第

５２代理事長の齋藤龍一

様に卓話をして頂きまし

た。これから、１００％

出席の会員への記念品贈

呈を予定しております。

今年１年有難うございま

した。

◎坂本淳二プログラム委員長

　町田誠一、内沼博史委

員と、大変強力な委員が

おりましたので何とか１

年間過ごせました。掲げ

ていた内容の半分も本当

はできていないのですが

会員卓話を増やしたいと

いうことで、土屋先生に

は「６０周年を振り返っ

て」、矢島（高）パスト会長

には「黒部ダムの歴史」、吉田（茂）会員には

「リート」、秦会員には「ホールマーク」等々の

お話を頂きました。そして、水村パストガバ

ナー、秩父ＲＣの島田憲一氏にもまちの活性

化についてのお話を頂きました。「参加したい

例会にしよう」ということで取り組んで参り

ましたが何とか１年終わりそうなのでホッと

しております。１年間どうも有難うございま

した。

◎矢島高明ロータリー情報委員長

　馬場正春、森健二委員

と担当。当委員会は主に

入会３年未満の会員との

コミュニケーションを図

り、ＲＣの楽しさ、歴

史、奉仕の理念、目的な

どを勉強して頂き、早く

にＲＣに馴染んで楽しい

ロータリーライフを過ご

して頂こうということで

活動させて頂きました。５月８日に委員会を

開き、どんな形で炉辺会談をやるか協議しま

して、６月３日「蓬莱」にて、クラブ戦略計画、

クラブ奉仕委員会と３委員会合同で炉辺会談

を開催しました。対象者９名、３委員会から

７名のパスト会長が出席され、入会３年未満

の対象者にはちょっとプレッシャーもあった

り息苦しいような形で始まったのですが、メ

インがお酒を飲んで懇親を深める会でしたの

で、時間を追うごとに楽しい会になり、段々

と身近に感じて頂けたのではないかなと感じ

ます。入会まもない方達とはもっともっとコ

ミュニケーションをとって頂いて、「ＲＣって

楽しいね」と思って頂けるよう努めて参りた

いと思います。どうぞこれからもよろしくお

願い致します。

◎鈴木勝彦親睦活動委員長

　馬場正春、岩泉憲、皆

川豪、小﨑都雄、鎌田泰

由、平沼弘也委員と担

当。主な活動は、９月に

親睦ゴルフと夜間例会、

１０月に夜間例会（「メッ

ツァ」）、１２月にクリスマ

ス家族例会、３月に日高

との合同夜間例会、４月

に親睦ゴルフ（日高主

幹）、５月に親睦家族旅行を企画して開催し

ました。どの行事も会員皆様のご協力により

スムーズに行うことができました。本当に有

難うございました。予算が大幅に削減された

中での活動でしたが、皆様のご支援とご協力

により予算内で行うことができました。活動

内容的にはもう少しできたかなと反省する部

分も多くありますが、大きなクレームも無く

終えられてホッとしております。１年間ご協

力頂き本当に有難うございました。

◎小谷野大典会員増強委員長

　沢辺瀞壱、本橋勝委員

と担当。今年度、森住麻

衣会員、角田七重会員、

平沼庸生会員の３名の仲

間が新しく加わり、職務

異動により黒澤路生会

員、本田晃一会員が入会

されました。しかしなが

ら退会者が４名出てしま

い、つい先日は吉田武明

パスト会長がご逝去され、会員数としてはマ

イナス２名という結果となりました。しかし

ながら、次年度の坂本会員増強委員長はじめ

市川会長、伊澤幹事のご尽力もありまして、

来月は５名の会員が入る予定と聞いており、

私としても少し安堵しております。

　１年間、会員増強委員長として動いてきた

中で感じたことが２つ程あります。

　まずは、単年度での会員増強というのはな

かなか難しいということです。数年間または

継続的に活動をしていかなければ成果は出な

いのかなということに気づきました。また、

入会して間もない会員にどれだけフォローが

できるかということで退会者も減らせるので

はないかと思いました。幸い私は次年度、地

区の会員増強委員として働かせて頂くことに

なっております。次年度の坂本委員長に少し

でも手助けできるよう頑張っていきますので

よろしくお願い致します。

　１年間ご協力有難う

ございました。

親 睦 活 動 月 間

ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ

Unite for Good
よいことのために手を取りあおう

相 原 茂 吉
高 橋 和 男

クラブ強化と活性化のために行動してください！

当 番 細田（伴）君、福島君

第 例会

中 里 忠 夫 都 築 敏 夫

例会場：ホテル・ヘリテイジ飯能sta.

天　候 晴

会　長 幹　事

例会日 水曜日（12:30～13:30）

事務局：飯能商工会議所内
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にはご参列、供花、弔電などを頂き大変有難

うございました。皆様には長い間仲良くして

頂き、「ＲＣに行ってくるよ」と元気に参加さ

せて頂いていたのですが、５月２３日、急に実

家に呼ばれて「実は３月に余命１年と言われ

ていた」と聞かされました。４月末頃から身体

の痛みを訴え、腹水が溜まり脚もむくんでき

ました。２４日夜は一睡もできず、２５日に入院。

２９日、痛みが収まったと病院に呼ばれ、じっ

くり３時間、話をすることができました。強

がっていた父の本音を聞かされ、「９０まで生

きたかった。悔しい」と涙を流す姿を見て自分

も泣きました。体調管理の詰めが甘かったと

申しておりましたので皆様も十分ご注意を頂

いて、いつまでもお元気で活気のあるＲＣで

あり続けて頂きたいと思います。お世話にな

り本当に有難うございました。

※ご供養の品物を会員皆様に頂戴しました。

　

【会長報告】

　今年度も残り２週間となりました。特に自

分にとって今年の一年はとても早く過ぎてい

く感じでした。歳をとると皆さんそうなると

思いますが、どんどん早くなっているような

気がします。ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セ

ミナー）ではパストガバナーから「例会では

ＲＣに関するお話をしてください」との話が

あったのですが、なかなか話ができず申し訳

なかったです。

　今回も報告事項がありませんので、一年が

早く感じられる現象についてお話をさせて頂

きます。

「ジャネの法則」と呼ぶそうですが、これは

フランスの哲学者ポール・ジャネが提唱した

心理的な時間現象だそうで、例えば５歳の子

にとって１年の長さは人生の５分の１、７５歳

の人にとっては７５分の１に感じるそうで

す。この法則に打ち勝つためには、新しい趣

味を始める、環境を変える、旅行に行く、目

標を立てて努力するなど、特に脳に刺激を与

えて毎日単調にしないことが重要だそうで

す。新しいことに積極的に挑戦して一日一日

を有意義にお過ごしください。

◎（日高ＲＣ）小坂雅彦会長ご挨拶

　昨年１０月のチャリティーゴルフ大会に始

まり３月の合同例会、４月の合同ゴルフ大会

と、飯能の皆様方には大変お世話になりまし

た。日高ＲＣもここで会員数２３名となった

のですが、やはり欠席される方もおられて、

親睦活動などには通常大体１５、６名が出て

くるような状況です。飯能との合同例会など

があると、本当に活気の

あるところに来たなとい

う感じがして、日高の会

員も楽しみにしていると

ころです。来年度は白井

会長となり、飯能の皆様

方との交流もさらに深め

て参りたいと思っており

ます。是非今後共よろし

くお願い致します。町田

幹事と共に大変お世話になりました。１年間

有難うございました。

【幹事報告】

　本日と来週は「クラブ協議会」です。発表さ

れる方はよろしくお願い致します。２４日１８時

３０分より「暖らん」にて「中里年度役員・

委員長反省会および慰労会・親睦活動委員感

謝会」を行います。出席を予定されている方

はよろしくお願い致します。

【委員会報告】なし

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０ 森住出席向上委員

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

　６月号横組Ｐ．３、ＲＩ会長メッセージより

「ＲＣは出席する場ではなく実践する場」「よ

いことのために手を取りあおう」。縦組Ｐ．２

「食べる人だけでなく、作る人も笑顔にした

い」。「ブラックサンダー」というチョコレー

ト菓子を製造する会社会長の卓話で、目から

ウロコの内容です。一度売り出すも売れずに

生産を止めたこともあるそうです。ところが

九州地方で売れているので、是非復活させて

欲しいという声が上がりました。体操の内村

航平選手（福岡出身・母は長崎出身）が「ブ

ラックサンダーを食べている」と公言したこ

とで人気が出たのだそうです。会長がドイツ

にチョコレートの勉強をしに行った時、カカ

オ豆の収穫に関わる児童労働の問題を知るこ

ととなります。児童労働を無くすために働き

かけを始めたのですが、最初国内のメーカー

は動かなかったそうです。そこで、スイスの

チョコレート会社に話をもっていったところ

日本国内の会社も「これはまずい」と動き出

したとのこと。一人の人、一つの会社が行動

を起こす、その勇気の一歩がすごいと思いま

した。「あらゆる人を笑顔に」という表現も

覚悟のいることだと思います。白いブラック

サンダー、ハワイアンサンダーもあります。

Ｐ．１６「歯周病は万病のもと」セルフケアと

プロフェッショナルケア、２段構えを意識し

て頂ければと思います。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１年間有難うございました。

　（日高）会長 小坂雅彦様、幹事 町田秀雄様

・小坂さん、町田さん、ようこそお出でくだ

　さいました。１年間ご苦労様でした。

　　　　　　　伊澤ＳＡＡ、髙橋君、山川君

・ロータリー国際大会・台北に行ってきまし

　た。前島君、坂本君、大野（泰）君、天ヶ瀬君

　　　　　　　　　　　  岩泉君、吉田（茂）君

本日計６１，０００円、累計額１，１５８，４４６円。

◎２４日例会当番は半田、神田会員です。

・閉会点鐘　中里会長

《第６２期　第３回クラブ協議会（１）》

司会：中里会長

◎中里忠夫会長

　１年を振り返りますと

会員皆様方のお力添えに

より例会活動はもちろん

のこと地域との奉仕活動

や各事業を何とか無事に

進めることができまし

た。心より感謝申し上げ

ます。

　特に、地域との繋がり

を大切にしながら今年度

テーマの一つ「花の街はんのう」プロジェク

トの一環として「飯能地区まちづくり推進委

員会」様を中心に多くの市民の方々と一緒に

「飯能中央公園」内にツツジの苗を植栽するこ

とができました。また、飯能まつりには２日

間、ポリオの募金活動を実施し、飯能ＲＣの

存在意義を改めて感じる１年となりました。

　今年度の重点項目の一つ、会員増強の推進

でありますが、皆様方のご協力を頂き、目標

３～４名のところ女性会員２名、男性会員が

新規で２名確定し、目標を達成することがで

きました。退会者が４名となり、結果的には

増員となりませんでしたが、会員増強委員長

を中心に会員皆様のご協力があってこその活

動があったと思っております。また、理事、

役員、委員長の皆様には

クラブ運営に多大なるご

尽力を頂き心から感謝を

申し上げます。有難うご

ざいました。

◎市川 昭会長エレクト

　この１年はどういう１

年なのかと考えながら、

ずっとやっていました。

２週間後からは実際にス

タートするわけですが、その準備期間だった

ような気がします。まだまだ準備の足らない

ものがいっぱいあると思うのですが、２週間

後からは皆様方のご協力をお願いしたいと思

います。１年間ご指導頂きまして有難うござ

いました。

◎服部融亮副会長

　ご来訪の方の紹介とい

うだけの役割でしたが、

講師の方と親しくお話の

できる場所に座らせて頂

き、有意義な時間を過ご

させて頂きました。有難

うございました。

◎都築敏夫幹事

　会長の補佐、会の円滑

な運営が幹事の仕事と思

い、やって参りました。

会長の年度テーマは「会

員満足度の向上」。この

会長のリーダーシップの

下、地域の魅力を高める

「花の街はんのう」プロ

ジェクトとしてツツジを

植栽し、また、飯能まつりで「エンドポリ

オ」の募金活動も実施しました。幹事としま

しては満足が向上したわけでしたけれども、

皆さんは如何だったでしょうか。皆様のご協

力により１年間滞りなく会の運営ができまし

たこと本当に感謝申し上げます。１年間有難

うございました。

◎山口 孝会計

　昨年度に続き会計の任

に就かさせて頂きまし

た。中里会長、都築幹

事、そして事務局のご協

力の下、会計の業務をさ

せて頂きました。本年度

は委員長はじめ皆様のご

協力の結果、暫定ですが

昨年度よりも多くの繰越

金を残すことができる予定となっておりま

す。１年間皆様のご協力本当に感謝致しま

す。有難うございました。

◎伊澤健司ＳＡＡ

　鈴木康弘副ＳＡＡと共

に本年度のテーマ「会員

満足度の向上を目指す」

に沿うよう、会長幹事、

事務局の方と連携を図り

ながら、和やかな中にも

秩序と品位をもった例会

となるよう努めて参りま

した。至らない点も多々

ございましたが、皆様には温かい目で見守っ

て頂き、お蔭様で１年を過ごすことができま

した。皆様のご支援ご協力に心から感謝申し

上げます。１年間誠に有難うございました。

◎島田秀和クラブ戦略計画委員長

　中里昌平、新井景三委

員と担当。「クラブ戦略計

画委員会」は２０２０年、

田辺年度に発足しまし

た。計画の立案協議、運

営管理・監督、役員選考

基準の検討、ガバナーの

擁立という方針でスター

トしたわけですが、以来

５年間、会長やその年々

の役員のお蔭で、会員数も良く、地区内でも

飯能ＲＣは確固たる位置付けであります。今

年度、ガバナー擁立のため、中里会長にお世

話になり、地区役員との懇談会をもつことが

できました。地区の現状、立候補の時期、ク

ラブの態勢作り、輩出に関しての注意事項等

ご指導頂き、スケジュール的なことがはっき

り見えてきまして階段を何段階か上がれたよ

うな気がしております。入会３年未満の会員

との炉辺会談は、ロータリー情報、クラブ奉仕

と３委員会合同で例年通り、６月３日に「蓬莱」

で開催し、１５名の参加を頂いて楽しく語り

合い、内容のある炉辺会談ができたと思って

おります。１１月の担当例会には島田憲一氏

（秩父ＲＣ）を招いて、まちづくりについての

卓話例会を致しました。１年間お世話になり

ました。有難うございました。

◎土屋 崇クラブ奉仕委員長

　細田吉春、半田武、増

島宏徳委員と担当。今年

度、会長の「会員満足度の

向上」という方針に沿っ

て、クラブ活動の根幹を

なす関連委員会と連携・

連絡を取り合いながら、

例会等順調に執行されま

したので、具体的に活動

や支援等は行っておりま

せん。１０月の担当例会には、創立６０周年の

記念祝賀会の際にご披露した「飯能ＲＣ６０年

の集い」のスライド上映を致しました。６月

３日にはロータリー情報、クラブ戦略計画委

員会と共に炉辺会談を開催しました。１年間

ご協力有難うございました。

◎大野泰規出席向上委員長

　当委員会は、出席率の向上を目指して、会

員皆様に例会の魅力や楽しさを伝えていきた

いということでスタートしました。スタート

時は私のほかに森田、佐々木委員の３名で、

委員会内の出席向上はちょっと心配だったの

ですが、新入会員の森住、角田委員に入って

頂き、花のある委員会になったのではないか

と感じております。９月の担当例会には（公

社）飯能青年会議所・第

５２代理事長の齋藤龍一

様に卓話をして頂きまし

た。これから、１００％

出席の会員への記念品贈

呈を予定しております。

今年１年有難うございま

した。

◎坂本淳二プログラム委員長

　町田誠一、内沼博史委

員と、大変強力な委員が

おりましたので何とか１

年間過ごせました。掲げ

ていた内容の半分も本当

はできていないのですが

会員卓話を増やしたいと

いうことで、土屋先生に

は「６０周年を振り返っ

て」、矢島（高）パスト会長

には「黒部ダムの歴史」、吉田（茂）会員には

「リート」、秦会員には「ホールマーク」等々の

お話を頂きました。そして、水村パストガバ

ナー、秩父ＲＣの島田憲一氏にもまちの活性

化についてのお話を頂きました。「参加したい

例会にしよう」ということで取り組んで参り

ましたが何とか１年終わりそうなのでホッと

しております。１年間どうも有難うございま

した。

◎矢島高明ロータリー情報委員長

　馬場正春、森健二委員

と担当。当委員会は主に

入会３年未満の会員との

コミュニケーションを図

り、ＲＣの楽しさ、歴

史、奉仕の理念、目的な

どを勉強して頂き、早く

にＲＣに馴染んで楽しい

ロータリーライフを過ご

して頂こうということで

活動させて頂きました。５月８日に委員会を

開き、どんな形で炉辺会談をやるか協議しま

して、６月３日「蓬莱」にて、クラブ戦略計画、

クラブ奉仕委員会と３委員会合同で炉辺会談

を開催しました。対象者９名、３委員会から

７名のパスト会長が出席され、入会３年未満

の対象者にはちょっとプレッシャーもあった

り息苦しいような形で始まったのですが、メ

インがお酒を飲んで懇親を深める会でしたの

で、時間を追うごとに楽しい会になり、段々

と身近に感じて頂けたのではないかなと感じ

ます。入会まもない方達とはもっともっとコ

ミュニケーションをとって頂いて、「ＲＣって

楽しいね」と思って頂けるよう努めて参りた

いと思います。どうぞこれからもよろしくお

願い致します。

◎鈴木勝彦親睦活動委員長

　馬場正春、岩泉憲、皆

川豪、小﨑都雄、鎌田泰

由、平沼弘也委員と担

当。主な活動は、９月に

親睦ゴルフと夜間例会、

１０月に夜間例会（「メッ

ツァ」）、１２月にクリスマ

ス家族例会、３月に日高

との合同夜間例会、４月

に親睦ゴルフ（日高主

幹）、５月に親睦家族旅行を企画して開催し

ました。どの行事も会員皆様のご協力により

スムーズに行うことができました。本当に有

難うございました。予算が大幅に削減された

中での活動でしたが、皆様のご支援とご協力

により予算内で行うことができました。活動

内容的にはもう少しできたかなと反省する部

分も多くありますが、大きなクレームも無く

終えられてホッとしております。１年間ご協

力頂き本当に有難うございました。

◎小谷野大典会員増強委員長

　沢辺瀞壱、本橋勝委員

と担当。今年度、森住麻

衣会員、角田七重会員、

平沼庸生会員の３名の仲

間が新しく加わり、職務

異動により黒澤路生会

員、本田晃一会員が入会

されました。しかしなが

ら退会者が４名出てしま

い、つい先日は吉田武明

パスト会長がご逝去され、会員数としてはマ

イナス２名という結果となりました。しかし

ながら、次年度の坂本会員増強委員長はじめ

市川会長、伊澤幹事のご尽力もありまして、

来月は５名の会員が入る予定と聞いており、

私としても少し安堵しております。

　１年間、会員増強委員長として動いてきた

中で感じたことが２つ程あります。

　まずは、単年度での会員増強というのはな

かなか難しいということです。数年間または

継続的に活動をしていかなければ成果は出な

いのかなということに気づきました。また、

入会して間もない会員にどれだけフォローが

できるかということで退会者も減らせるので

はないかと思いました。幸い私は次年度、地

区の会員増強委員として働かせて頂くことに

なっております。次年度の坂本委員長に少し

でも手助けできるよう頑張っていきますので

よろしくお願い致します。

　１年間ご協力有難う

ございました。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・ビジター　（日高）会長　小坂雅彦様

　　　　　　　　　　幹事　町田秀雄様

◎故吉田武明パスト会長ご家族様ご挨拶

　長男の吉田宏之と母の絹代です。父の葬儀

にはご参列、供花、弔電などを頂き大変有難

うございました。皆様には長い間仲良くして

頂き、「ＲＣに行ってくるよ」と元気に参加さ

せて頂いていたのですが、５月２３日、急に実

家に呼ばれて「実は３月に余命１年と言われ

ていた」と聞かされました。４月末頃から身体

の痛みを訴え、腹水が溜まり脚もむくんでき

ました。２４日夜は一睡もできず、２５日に入院。

２９日、痛みが収まったと病院に呼ばれ、じっ

くり３時間、話をすることができました。強

がっていた父の本音を聞かされ、「９０まで生

きたかった。悔しい」と涙を流す姿を見て自分

も泣きました。体調管理の詰めが甘かったと

申しておりましたので皆様も十分ご注意を頂

いて、いつまでもお元気で活気のあるＲＣで

あり続けて頂きたいと思います。お世話にな

り本当に有難うございました。

※ご供養の品物を会員皆様に頂戴しました。

　

【会長報告】

　今年度も残り２週間となりました。特に自

分にとって今年の一年はとても早く過ぎてい

く感じでした。歳をとると皆さんそうなると

思いますが、どんどん早くなっているような

気がします。ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セ

ミナー）ではパストガバナーから「例会では

ＲＣに関するお話をしてください」との話が

あったのですが、なかなか話ができず申し訳

なかったです。

　今回も報告事項がありませんので、一年が

早く感じられる現象についてお話をさせて頂

きます。

「ジャネの法則」と呼ぶそうですが、これは

フランスの哲学者ポール・ジャネが提唱した

心理的な時間現象だそうで、例えば５歳の子

にとって１年の長さは人生の５分の１、７５歳

の人にとっては７５分の１に感じるそうで

す。この法則に打ち勝つためには、新しい趣

味を始める、環境を変える、旅行に行く、目

標を立てて努力するなど、特に脳に刺激を与

えて毎日単調にしないことが重要だそうで

す。新しいことに積極的に挑戦して一日一日

を有意義にお過ごしください。

◎（日高ＲＣ）小坂雅彦会長ご挨拶

　昨年１０月のチャリティーゴルフ大会に始

まり３月の合同例会、４月の合同ゴルフ大会

と、飯能の皆様方には大変お世話になりまし

た。日高ＲＣもここで会員数２３名となった

のですが、やはり欠席される方もおられて、

親睦活動などには通常大体１５、６名が出て

くるような状況です。飯能との合同例会など

があると、本当に活気の

あるところに来たなとい

う感じがして、日高の会

員も楽しみにしていると

ころです。来年度は白井

会長となり、飯能の皆様

方との交流もさらに深め

て参りたいと思っており

ます。是非今後共よろし

くお願い致します。町田

幹事と共に大変お世話になりました。１年間

有難うございました。

【幹事報告】

　本日と来週は「クラブ協議会」です。発表さ

れる方はよろしくお願い致します。２４日１８時

３０分より「暖らん」にて「中里年度役員・

委員長反省会および慰労会・親睦活動委員感

謝会」を行います。出席を予定されている方

はよろしくお願い致します。

【委員会報告】なし

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０ 森住出席向上委員

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

　６月号横組Ｐ．３、ＲＩ会長メッセージより

「ＲＣは出席する場ではなく実践する場」「よ

いことのために手を取りあおう」。縦組Ｐ．２

「食べる人だけでなく、作る人も笑顔にした

い」。「ブラックサンダー」というチョコレー

ト菓子を製造する会社会長の卓話で、目から

ウロコの内容です。一度売り出すも売れずに

生産を止めたこともあるそうです。ところが

九州地方で売れているので、是非復活させて

欲しいという声が上がりました。体操の内村

航平選手（福岡出身・母は長崎出身）が「ブ

ラックサンダーを食べている」と公言したこ

とで人気が出たのだそうです。会長がドイツ

にチョコレートの勉強をしに行った時、カカ

オ豆の収穫に関わる児童労働の問題を知るこ

ととなります。児童労働を無くすために働き

かけを始めたのですが、最初国内のメーカー

は動かなかったそうです。そこで、スイスの

チョコレート会社に話をもっていったところ

日本国内の会社も「これはまずい」と動き出

したとのこと。一人の人、一つの会社が行動

を起こす、その勇気の一歩がすごいと思いま

した。「あらゆる人を笑顔に」という表現も

覚悟のいることだと思います。白いブラック

サンダー、ハワイアンサンダーもあります。

Ｐ．１６「歯周病は万病のもと」セルフケアと

プロフェッショナルケア、２段構えを意識し

て頂ければと思います。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１年間有難うございました。

　（日高）会長 小坂雅彦様、幹事 町田秀雄様

・小坂さん、町田さん、ようこそお出でくだ

　さいました。１年間ご苦労様でした。

　　　　　　　伊澤ＳＡＡ、髙橋君、山川君

・ロータリー国際大会・台北に行ってきまし

　た。前島君、坂本君、大野（泰）君、天ヶ瀬君

　　　　　　　　　　　  岩泉君、吉田（茂）君

本日計６１，０００円、累計額１，１５８，４４６円。

◎２４日例会当番は半田、神田会員です。

・閉会点鐘　中里会長

《第６２期　第３回クラブ協議会（１）》

司会：中里会長

◎中里忠夫会長

　１年を振り返りますと

会員皆様方のお力添えに

より例会活動はもちろん

のこと地域との奉仕活動

や各事業を何とか無事に

進めることができまし

た。心より感謝申し上げ

ます。

　特に、地域との繋がり

を大切にしながら今年度

テーマの一つ「花の街はんのう」プロジェク

トの一環として「飯能地区まちづくり推進委

員会」様を中心に多くの市民の方々と一緒に

「飯能中央公園」内にツツジの苗を植栽するこ

とができました。また、飯能まつりには２日

間、ポリオの募金活動を実施し、飯能ＲＣの

存在意義を改めて感じる１年となりました。

　今年度の重点項目の一つ、会員増強の推進

でありますが、皆様方のご協力を頂き、目標

３～４名のところ女性会員２名、男性会員が

新規で２名確定し、目標を達成することがで

きました。退会者が４名となり、結果的には

増員となりませんでしたが、会員増強委員長

を中心に会員皆様のご協力があってこその活

動があったと思っております。また、理事、

役員、委員長の皆様には

クラブ運営に多大なるご

尽力を頂き心から感謝を

申し上げます。有難うご

ざいました。

◎市川 昭会長エレクト

　この１年はどういう１

年なのかと考えながら、

ずっとやっていました。

２週間後からは実際にス

タートするわけですが、その準備期間だった

ような気がします。まだまだ準備の足らない

ものがいっぱいあると思うのですが、２週間

後からは皆様方のご協力をお願いしたいと思

います。１年間ご指導頂きまして有難うござ

いました。

◎服部融亮副会長

　ご来訪の方の紹介とい

うだけの役割でしたが、

講師の方と親しくお話の

できる場所に座らせて頂

き、有意義な時間を過ご

させて頂きました。有難

うございました。

◎都築敏夫幹事

　会長の補佐、会の円滑

な運営が幹事の仕事と思

い、やって参りました。

会長の年度テーマは「会

員満足度の向上」。この

会長のリーダーシップの

下、地域の魅力を高める

「花の街はんのう」プロ

ジェクトとしてツツジを

植栽し、また、飯能まつりで「エンドポリ

オ」の募金活動も実施しました。幹事としま

しては満足が向上したわけでしたけれども、

皆さんは如何だったでしょうか。皆様のご協

力により１年間滞りなく会の運営ができまし

たこと本当に感謝申し上げます。１年間有難

うございました。

◎山口 孝会計

　昨年度に続き会計の任

に就かさせて頂きまし

た。中里会長、都築幹

事、そして事務局のご協

力の下、会計の業務をさ

せて頂きました。本年度

は委員長はじめ皆様のご

協力の結果、暫定ですが

昨年度よりも多くの繰越

金を残すことができる予定となっておりま

す。１年間皆様のご協力本当に感謝致しま

す。有難うございました。

◎伊澤健司ＳＡＡ

　鈴木康弘副ＳＡＡと共

に本年度のテーマ「会員

満足度の向上を目指す」

に沿うよう、会長幹事、

事務局の方と連携を図り

ながら、和やかな中にも

秩序と品位をもった例会

となるよう努めて参りま

した。至らない点も多々

ございましたが、皆様には温かい目で見守っ

て頂き、お蔭様で１年を過ごすことができま

した。皆様のご支援ご協力に心から感謝申し

上げます。１年間誠に有難うございました。

◎島田秀和クラブ戦略計画委員長

　中里昌平、新井景三委

員と担当。「クラブ戦略計

画委員会」は２０２０年、

田辺年度に発足しまし

た。計画の立案協議、運

営管理・監督、役員選考

基準の検討、ガバナーの

擁立という方針でスター

トしたわけですが、以来

５年間、会長やその年々

の役員のお蔭で、会員数も良く、地区内でも

飯能ＲＣは確固たる位置付けであります。今

年度、ガバナー擁立のため、中里会長にお世

話になり、地区役員との懇談会をもつことが

できました。地区の現状、立候補の時期、ク

ラブの態勢作り、輩出に関しての注意事項等

ご指導頂き、スケジュール的なことがはっき

り見えてきまして階段を何段階か上がれたよ

うな気がしております。入会３年未満の会員

との炉辺会談は、ロータリー情報、クラブ奉仕

と３委員会合同で例年通り、６月３日に「蓬莱」

で開催し、１５名の参加を頂いて楽しく語り

合い、内容のある炉辺会談ができたと思って

おります。１１月の担当例会には島田憲一氏

（秩父ＲＣ）を招いて、まちづくりについての

卓話例会を致しました。１年間お世話になり

ました。有難うございました。

◎土屋 崇クラブ奉仕委員長

　細田吉春、半田武、増

島宏徳委員と担当。今年

度、会長の「会員満足度の

向上」という方針に沿っ

て、クラブ活動の根幹を

なす関連委員会と連携・

連絡を取り合いながら、

例会等順調に執行されま

したので、具体的に活動

や支援等は行っておりま

せん。１０月の担当例会には、創立６０周年の

記念祝賀会の際にご披露した「飯能ＲＣ６０年

の集い」のスライド上映を致しました。６月

３日にはロータリー情報、クラブ戦略計画委

員会と共に炉辺会談を開催しました。１年間

ご協力有難うございました。

◎大野泰規出席向上委員長

　当委員会は、出席率の向上を目指して、会

員皆様に例会の魅力や楽しさを伝えていきた

いということでスタートしました。スタート

時は私のほかに森田、佐々木委員の３名で、

委員会内の出席向上はちょっと心配だったの

ですが、新入会員の森住、角田委員に入って

頂き、花のある委員会になったのではないか

と感じております。９月の担当例会には（公

社）飯能青年会議所・第

５２代理事長の齋藤龍一

様に卓話をして頂きまし

た。これから、１００％

出席の会員への記念品贈

呈を予定しております。

今年１年有難うございま

した。

◎坂本淳二プログラム委員長

　町田誠一、内沼博史委

員と、大変強力な委員が

おりましたので何とか１

年間過ごせました。掲げ

ていた内容の半分も本当

はできていないのですが

会員卓話を増やしたいと

いうことで、土屋先生に

は「６０周年を振り返っ

て」、矢島（高）パスト会長

には「黒部ダムの歴史」、吉田（茂）会員には

「リート」、秦会員には「ホールマーク」等々の

お話を頂きました。そして、水村パストガバ

ナー、秩父ＲＣの島田憲一氏にもまちの活性

化についてのお話を頂きました。「参加したい

例会にしよう」ということで取り組んで参り

ましたが何とか１年終わりそうなのでホッと

しております。１年間どうも有難うございま

した。

◎矢島高明ロータリー情報委員長

　馬場正春、森健二委員

と担当。当委員会は主に

入会３年未満の会員との

コミュニケーションを図

り、ＲＣの楽しさ、歴

史、奉仕の理念、目的な

どを勉強して頂き、早く

にＲＣに馴染んで楽しい

ロータリーライフを過ご

して頂こうということで

活動させて頂きました。５月８日に委員会を

開き、どんな形で炉辺会談をやるか協議しま

して、６月３日「蓬莱」にて、クラブ戦略計画、

クラブ奉仕委員会と３委員会合同で炉辺会談

を開催しました。対象者９名、３委員会から

７名のパスト会長が出席され、入会３年未満

の対象者にはちょっとプレッシャーもあった

り息苦しいような形で始まったのですが、メ

インがお酒を飲んで懇親を深める会でしたの

で、時間を追うごとに楽しい会になり、段々

と身近に感じて頂けたのではないかなと感じ

ます。入会まもない方達とはもっともっとコ

ミュニケーションをとって頂いて、「ＲＣって

楽しいね」と思って頂けるよう努めて参りた

いと思います。どうぞこれからもよろしくお

願い致します。

◎鈴木勝彦親睦活動委員長

　馬場正春、岩泉憲、皆

川豪、小﨑都雄、鎌田泰

由、平沼弘也委員と担

当。主な活動は、９月に

親睦ゴルフと夜間例会、

１０月に夜間例会（「メッ

ツァ」）、１２月にクリスマ

ス家族例会、３月に日高

との合同夜間例会、４月

に親睦ゴルフ（日高主

幹）、５月に親睦家族旅行を企画して開催し

ました。どの行事も会員皆様のご協力により

スムーズに行うことができました。本当に有

難うございました。予算が大幅に削減された

中での活動でしたが、皆様のご支援とご協力

により予算内で行うことができました。活動

内容的にはもう少しできたかなと反省する部

分も多くありますが、大きなクレームも無く

終えられてホッとしております。１年間ご協

力頂き本当に有難うございました。

◎小谷野大典会員増強委員長

　沢辺瀞壱、本橋勝委員

と担当。今年度、森住麻

衣会員、角田七重会員、

平沼庸生会員の３名の仲

間が新しく加わり、職務

異動により黒澤路生会

員、本田晃一会員が入会

されました。しかしなが

ら退会者が４名出てしま

い、つい先日は吉田武明

パスト会長がご逝去され、会員数としてはマ

イナス２名という結果となりました。しかし

ながら、次年度の坂本会員増強委員長はじめ

市川会長、伊澤幹事のご尽力もありまして、

来月は５名の会員が入る予定と聞いており、

私としても少し安堵しております。

　１年間、会員増強委員長として動いてきた

中で感じたことが２つ程あります。

　まずは、単年度での会員増強というのはな

かなか難しいということです。数年間または

継続的に活動をしていかなければ成果は出な

いのかなということに気づきました。また、

入会して間もない会員にどれだけフォローが

できるかということで退会者も減らせるので

はないかと思いました。幸い私は次年度、地

区の会員増強委員として働かせて頂くことに

なっております。次年度の坂本委員長に少し

でも手助けできるよう頑張っていきますので

よろしくお願い致します。

　１年間ご協力有難う

ございました。



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・ビジター　（日高）会長　小坂雅彦様

　　　　　　　　　　幹事　町田秀雄様

◎故吉田武明パスト会長ご家族様ご挨拶

　長男の吉田宏之と母の絹代です。父の葬儀

にはご参列、供花、弔電などを頂き大変有難

うございました。皆様には長い間仲良くして

頂き、「ＲＣに行ってくるよ」と元気に参加さ

せて頂いていたのですが、５月２３日、急に実

家に呼ばれて「実は３月に余命１年と言われ

ていた」と聞かされました。４月末頃から身体

の痛みを訴え、腹水が溜まり脚もむくんでき

ました。２４日夜は一睡もできず、２５日に入院。

２９日、痛みが収まったと病院に呼ばれ、じっ

くり３時間、話をすることができました。強

がっていた父の本音を聞かされ、「９０まで生

きたかった。悔しい」と涙を流す姿を見て自分

も泣きました。体調管理の詰めが甘かったと

申しておりましたので皆様も十分ご注意を頂

いて、いつまでもお元気で活気のあるＲＣで

あり続けて頂きたいと思います。お世話にな

り本当に有難うございました。

※ご供養の品物を会員皆様に頂戴しました。

　

【会長報告】

　今年度も残り２週間となりました。特に自

分にとって今年の一年はとても早く過ぎてい

く感じでした。歳をとると皆さんそうなると

思いますが、どんどん早くなっているような

気がします。ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セ

ミナー）ではパストガバナーから「例会では

ＲＣに関するお話をしてください」との話が

あったのですが、なかなか話ができず申し訳

なかったです。

　今回も報告事項がありませんので、一年が

早く感じられる現象についてお話をさせて頂

きます。

「ジャネの法則」と呼ぶそうですが、これは

フランスの哲学者ポール・ジャネが提唱した

心理的な時間現象だそうで、例えば５歳の子

にとって１年の長さは人生の５分の１、７５歳

の人にとっては７５分の１に感じるそうで

す。この法則に打ち勝つためには、新しい趣

味を始める、環境を変える、旅行に行く、目

標を立てて努力するなど、特に脳に刺激を与

えて毎日単調にしないことが重要だそうで

す。新しいことに積極的に挑戦して一日一日

を有意義にお過ごしください。

◎（日高ＲＣ）小坂雅彦会長ご挨拶

　昨年１０月のチャリティーゴルフ大会に始

まり３月の合同例会、４月の合同ゴルフ大会

と、飯能の皆様方には大変お世話になりまし

た。日高ＲＣもここで会員数２３名となった

のですが、やはり欠席される方もおられて、

親睦活動などには通常大体１５、６名が出て

くるような状況です。飯能との合同例会など

があると、本当に活気の

あるところに来たなとい

う感じがして、日高の会

員も楽しみにしていると

ころです。来年度は白井

会長となり、飯能の皆様

方との交流もさらに深め

て参りたいと思っており

ます。是非今後共よろし

くお願い致します。町田

幹事と共に大変お世話になりました。１年間

有難うございました。

【幹事報告】

　本日と来週は「クラブ協議会」です。発表さ

れる方はよろしくお願い致します。２４日１８時

３０分より「暖らん」にて「中里年度役員・

委員長反省会および慰労会・親睦活動委員感

謝会」を行います。出席を予定されている方

はよろしくお願い致します。

【委員会報告】なし

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０ 森住出席向上委員

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

　６月号横組Ｐ．３、ＲＩ会長メッセージより

「ＲＣは出席する場ではなく実践する場」「よ

いことのために手を取りあおう」。縦組Ｐ．２

「食べる人だけでなく、作る人も笑顔にした

い」。「ブラックサンダー」というチョコレー

ト菓子を製造する会社会長の卓話で、目から

ウロコの内容です。一度売り出すも売れずに

生産を止めたこともあるそうです。ところが

九州地方で売れているので、是非復活させて

欲しいという声が上がりました。体操の内村

航平選手（福岡出身・母は長崎出身）が「ブ

ラックサンダーを食べている」と公言したこ

とで人気が出たのだそうです。会長がドイツ

にチョコレートの勉強をしに行った時、カカ

オ豆の収穫に関わる児童労働の問題を知るこ

ととなります。児童労働を無くすために働き

かけを始めたのですが、最初国内のメーカー

は動かなかったそうです。そこで、スイスの

チョコレート会社に話をもっていったところ

日本国内の会社も「これはまずい」と動き出

したとのこと。一人の人、一つの会社が行動

を起こす、その勇気の一歩がすごいと思いま

した。「あらゆる人を笑顔に」という表現も

覚悟のいることだと思います。白いブラック

サンダー、ハワイアンサンダーもあります。

Ｐ．１６「歯周病は万病のもと」セルフケアと

プロフェッショナルケア、２段構えを意識し

て頂ければと思います。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１年間有難うございました。

　（日高）会長 小坂雅彦様、幹事 町田秀雄様

・小坂さん、町田さん、ようこそお出でくだ

　さいました。１年間ご苦労様でした。

　　　　　　　伊澤ＳＡＡ、髙橋君、山川君

・ロータリー国際大会・台北に行ってきまし

　た。前島君、坂本君、大野（泰）君、天ヶ瀬君

　　　　　　　　　　　  岩泉君、吉田（茂）君

本日計６１，０００円、累計額１，１５８，４４６円。

◎２４日例会当番は半田、神田会員です。

・閉会点鐘　中里会長

《第６２期　第３回クラブ協議会（１）》

司会：中里会長

◎中里忠夫会長

　１年を振り返りますと

会員皆様方のお力添えに

より例会活動はもちろん

のこと地域との奉仕活動

や各事業を何とか無事に

進めることができまし

た。心より感謝申し上げ

ます。

　特に、地域との繋がり

を大切にしながら今年度

テーマの一つ「花の街はんのう」プロジェク

トの一環として「飯能地区まちづくり推進委

員会」様を中心に多くの市民の方々と一緒に

「飯能中央公園」内にツツジの苗を植栽するこ

とができました。また、飯能まつりには２日

間、ポリオの募金活動を実施し、飯能ＲＣの

存在意義を改めて感じる１年となりました。

　今年度の重点項目の一つ、会員増強の推進

でありますが、皆様方のご協力を頂き、目標

３～４名のところ女性会員２名、男性会員が

新規で２名確定し、目標を達成することがで

きました。退会者が４名となり、結果的には

増員となりませんでしたが、会員増強委員長

を中心に会員皆様のご協力があってこその活

動があったと思っております。また、理事、

役員、委員長の皆様には

クラブ運営に多大なるご

尽力を頂き心から感謝を

申し上げます。有難うご

ざいました。

◎市川 昭会長エレクト

　この１年はどういう１

年なのかと考えながら、

ずっとやっていました。

２週間後からは実際にス

タートするわけですが、その準備期間だった

ような気がします。まだまだ準備の足らない

ものがいっぱいあると思うのですが、２週間

後からは皆様方のご協力をお願いしたいと思

います。１年間ご指導頂きまして有難うござ

いました。

◎服部融亮副会長

　ご来訪の方の紹介とい

うだけの役割でしたが、

講師の方と親しくお話の

できる場所に座らせて頂

き、有意義な時間を過ご

させて頂きました。有難

うございました。

◎都築敏夫幹事

　会長の補佐、会の円滑

な運営が幹事の仕事と思

い、やって参りました。

会長の年度テーマは「会

員満足度の向上」。この

会長のリーダーシップの

下、地域の魅力を高める

「花の街はんのう」プロ

ジェクトとしてツツジを

植栽し、また、飯能まつりで「エンドポリ

オ」の募金活動も実施しました。幹事としま

しては満足が向上したわけでしたけれども、

皆さんは如何だったでしょうか。皆様のご協

力により１年間滞りなく会の運営ができまし

たこと本当に感謝申し上げます。１年間有難

うございました。

◎山口 孝会計

　昨年度に続き会計の任

に就かさせて頂きまし

た。中里会長、都築幹

事、そして事務局のご協

力の下、会計の業務をさ

せて頂きました。本年度

は委員長はじめ皆様のご

協力の結果、暫定ですが

昨年度よりも多くの繰越

金を残すことができる予定となっておりま

す。１年間皆様のご協力本当に感謝致しま

す。有難うございました。

◎伊澤健司ＳＡＡ

　鈴木康弘副ＳＡＡと共

に本年度のテーマ「会員

満足度の向上を目指す」

に沿うよう、会長幹事、

事務局の方と連携を図り

ながら、和やかな中にも

秩序と品位をもった例会

となるよう努めて参りま

した。至らない点も多々

ございましたが、皆様には温かい目で見守っ

て頂き、お蔭様で１年を過ごすことができま

した。皆様のご支援ご協力に心から感謝申し

上げます。１年間誠に有難うございました。

◎島田秀和クラブ戦略計画委員長

　中里昌平、新井景三委

員と担当。「クラブ戦略計

画委員会」は２０２０年、

田辺年度に発足しまし

た。計画の立案協議、運

営管理・監督、役員選考

基準の検討、ガバナーの

擁立という方針でスター

トしたわけですが、以来

５年間、会長やその年々

の役員のお蔭で、会員数も良く、地区内でも

飯能ＲＣは確固たる位置付けであります。今

年度、ガバナー擁立のため、中里会長にお世

話になり、地区役員との懇談会をもつことが

できました。地区の現状、立候補の時期、ク

ラブの態勢作り、輩出に関しての注意事項等

ご指導頂き、スケジュール的なことがはっき

り見えてきまして階段を何段階か上がれたよ

うな気がしております。入会３年未満の会員

との炉辺会談は、ロータリー情報、クラブ奉仕

と３委員会合同で例年通り、６月３日に「蓬莱」

で開催し、１５名の参加を頂いて楽しく語り

合い、内容のある炉辺会談ができたと思って

おります。１１月の担当例会には島田憲一氏

（秩父ＲＣ）を招いて、まちづくりについての

卓話例会を致しました。１年間お世話になり

ました。有難うございました。

◎土屋 崇クラブ奉仕委員長

　細田吉春、半田武、増

島宏徳委員と担当。今年

度、会長の「会員満足度の

向上」という方針に沿っ

て、クラブ活動の根幹を

なす関連委員会と連携・

連絡を取り合いながら、

例会等順調に執行されま

したので、具体的に活動

や支援等は行っておりま

せん。１０月の担当例会には、創立６０周年の

記念祝賀会の際にご披露した「飯能ＲＣ６０年

の集い」のスライド上映を致しました。６月

３日にはロータリー情報、クラブ戦略計画委

員会と共に炉辺会談を開催しました。１年間

ご協力有難うございました。

◎大野泰規出席向上委員長

　当委員会は、出席率の向上を目指して、会

員皆様に例会の魅力や楽しさを伝えていきた

いということでスタートしました。スタート

時は私のほかに森田、佐々木委員の３名で、

委員会内の出席向上はちょっと心配だったの

ですが、新入会員の森住、角田委員に入って

頂き、花のある委員会になったのではないか

と感じております。９月の担当例会には（公

社）飯能青年会議所・第

５２代理事長の齋藤龍一

様に卓話をして頂きまし

た。これから、１００％

出席の会員への記念品贈

呈を予定しております。

今年１年有難うございま

した。

◎坂本淳二プログラム委員長

　町田誠一、内沼博史委

員と、大変強力な委員が

おりましたので何とか１

年間過ごせました。掲げ

ていた内容の半分も本当

はできていないのですが

会員卓話を増やしたいと

いうことで、土屋先生に

は「６０周年を振り返っ

て」、矢島（高）パスト会長

には「黒部ダムの歴史」、吉田（茂）会員には

「リート」、秦会員には「ホールマーク」等々の

お話を頂きました。そして、水村パストガバ

ナー、秩父ＲＣの島田憲一氏にもまちの活性

化についてのお話を頂きました。「参加したい

例会にしよう」ということで取り組んで参り

ましたが何とか１年終わりそうなのでホッと

しております。１年間どうも有難うございま

した。

◎矢島高明ロータリー情報委員長

　馬場正春、森健二委員

と担当。当委員会は主に

入会３年未満の会員との

コミュニケーションを図

り、ＲＣの楽しさ、歴

史、奉仕の理念、目的な

どを勉強して頂き、早く

にＲＣに馴染んで楽しい

ロータリーライフを過ご

して頂こうということで

活動させて頂きました。５月８日に委員会を

開き、どんな形で炉辺会談をやるか協議しま

して、６月３日「蓬莱」にて、クラブ戦略計画、

クラブ奉仕委員会と３委員会合同で炉辺会談

を開催しました。対象者９名、３委員会から

７名のパスト会長が出席され、入会３年未満

の対象者にはちょっとプレッシャーもあった

り息苦しいような形で始まったのですが、メ

インがお酒を飲んで懇親を深める会でしたの

で、時間を追うごとに楽しい会になり、段々

と身近に感じて頂けたのではないかなと感じ

ます。入会まもない方達とはもっともっとコ

ミュニケーションをとって頂いて、「ＲＣって

楽しいね」と思って頂けるよう努めて参りた

いと思います。どうぞこれからもよろしくお

願い致します。

◎鈴木勝彦親睦活動委員長

　馬場正春、岩泉憲、皆

川豪、小﨑都雄、鎌田泰

由、平沼弘也委員と担

当。主な活動は、９月に

親睦ゴルフと夜間例会、

１０月に夜間例会（「メッ

ツァ」）、１２月にクリスマ

ス家族例会、３月に日高

との合同夜間例会、４月

に親睦ゴルフ（日高主

幹）、５月に親睦家族旅行を企画して開催し

ました。どの行事も会員皆様のご協力により

スムーズに行うことができました。本当に有

難うございました。予算が大幅に削減された

中での活動でしたが、皆様のご支援とご協力

により予算内で行うことができました。活動

内容的にはもう少しできたかなと反省する部

分も多くありますが、大きなクレームも無く

終えられてホッとしております。１年間ご協

力頂き本当に有難うございました。

◎小谷野大典会員増強委員長

　沢辺瀞壱、本橋勝委員

と担当。今年度、森住麻

衣会員、角田七重会員、

平沼庸生会員の３名の仲

間が新しく加わり、職務

異動により黒澤路生会

員、本田晃一会員が入会

されました。しかしなが

ら退会者が４名出てしま

い、つい先日は吉田武明

パスト会長がご逝去され、会員数としてはマ

イナス２名という結果となりました。しかし

ながら、次年度の坂本会員増強委員長はじめ

市川会長、伊澤幹事のご尽力もありまして、

来月は５名の会員が入る予定と聞いており、

私としても少し安堵しております。

　１年間、会員増強委員長として動いてきた

中で感じたことが２つ程あります。

　まずは、単年度での会員増強というのはな

かなか難しいということです。数年間または

継続的に活動をしていかなければ成果は出な

いのかなということに気づきました。また、

入会して間もない会員にどれだけフォローが

できるかということで退会者も減らせるので

はないかと思いました。幸い私は次年度、地

区の会員増強委員として働かせて頂くことに

なっております。次年度の坂本委員長に少し

でも手助けできるよう頑張っていきますので

よろしくお願い致します。

　１年間ご協力有難う

ございました。


